
市町村名 神恵内村 学校名 神恵内小学校

(１)実施する取組

(２)現状と目指す姿

(３)計画年数

(４)具体的な取組方策

(１)職種

(２)求める人材像

(１)募集人数

(２)その他

後志管内小・中学校教職員人材公募　公募校計画調書

１　取組内容

地域と歩む持続可能な教育の実現

＜現状＞
〇神恵内村は、人口減少、数年間の出生率０の状況から、新たな学校のあり方に向け、学
校間が連携し、地域とともに取組を進めていく必要である。小中連携については、今年度よ
り推進計画に沿った取り組みを始めたが、中核となって推進していく人材育成が急務な状況
である。今後、子どもたちがふるさと神恵内の良さと自分の良さを誇りに学びの自信を高め
る９年間連続した教育課程の編成、小中合同研修会、授業交流、乗り入れ授業等、スピード
感を持ち、さらなる積極的な推進が求められている。
＜目指す姿＞
〇ふるさとに愛着と誇りを持つ子どもの育成に向け、９年間連続した教育課程を編成し、地
域と連携協働して教育活動を推進する。

3年

〇１年目（令和８年度）
　　・小中連携した総合的な学習の時間の教育課程の編成
　　・乗り入れ授業等の小中連携の実施
　　・全国学力・学習状況調査、新体力テストの村の課題分析
　　・分析結果による統一した取組の実践
　　・泊村との教育連携の方向性について検討、計画の立案
〇２年目（令和９年度）
　　・１年目の検証改善サイクルによる見直しと改善
　　・総合的な学習を中心とした単元配列表作成
　　・乗り入れ授業等の小中連携の強化
〇３年目
　　・２年目の検証改善サイクルによる見直しと改善
　　・１，２年目の取組方策の継続
　　・地域に向けた授業公開

２　応募資格（職種等）

教諭

・総合的な学習の時間を軸に地域の課題を解決していく子どもを育て、郷土を愛する心を醸
成することに積極的に取り組んでみようとする教員
・地域とのつながりや校種間連携を大切にし、神恵内の豊かな教育資源を生かした教育活
動を計画的・組織的に推進することができる教員
・地域連携・小中一貫教育の視野に立った学力向上の取組を推進することができ、複式授
業に意欲を持って取り組もうとする、また児童生徒の９年間の発達段階を踏まえ、自らの指
導力と授業力を高めようとする教員

３　その他必要な事項

１名



市町村名 岩内町 学校名 岩内中央学園(前期課程）

(１)実施する取組

(２)現状と目指す姿

(３)計画年数

(４)具体的な取組方策

(１)職種

(２)求める人材像

(１)募集人数

(２)その他

後志管内小・中学校教職員人材公募　公募校計画調書

１　取組内容

「探究的・協働的な学び」を核とした授業改善の全校的推進

【現状と目指す姿】
　令和8年度、岩内町内の4つの小中学校が統合し、義務教育学校「岩内中央学園」
が開校する。9年間の一貫教育という強みを生かしながら、制度と文化を融合し、新
たな学びを創出する転換期を迎えている。
　本校が目指すのは、自ら学び、未来を創る子どもを育てる学校であり、共に支え
合い、共に育ち合う教職員が育つ学校である。
　ICTや地域資源を活用した探究型の学びを軸に、すべての子どもの可能性を引き
出すとともに、教職員が「チーム岩内」として対話と実践を重ねることで、地域ととも
に歩む開かれた教育文化を築いていく。

３年

【1年目】文化をつなぎ、信頼を築く
・小中の指導観を共有し、9年間の学びの土台を整える。
・授業改善と地域連携を通じて、学校への信頼と期待を高める。

【2年目】実践を深め、学びを支える
・探究型・ICT活用の授業を本格展開し、主体的な学びを定着させる。
・特別支援の視点を活かし、柔軟な支援体制を全校に広げる。

【3年目】組織を育て、未来を創る
・教職員が自走する体制を築き、「チーム岩内」の文化を定着させる。
・地域と共に築いた学びを「岩内モデル」として体系化・発信する。

２　応募資格（職種等）

教諭

○　上記「具体的な取組方策」に取り組む意欲のある者で、次のいずれか
　に該当する者
・校長のリーダーシップのもと、教職員と協働し、チームで授業改善に取り組むこと
ができる人材。
・授業研究に積極的に参画し、子どもの学びを起点にした改善実践を提案・推進で
きる人材。

３　その他必要な事項

１名



市町村名 小樽市 学校名 山の手小学校

(１)実施する取組

(２)現状と目指す姿

(３)計画年数

(４)具体的な取組方策

(１)職種

(２)求める人材像

(１)募集人数

(２)その他

後志管内小・中学校教職員人材公募　公募校計画調書

１　取組内容

ミドルリーダーを中核とした持続可能な学校運営

＜現状＞
・本校では、開校以来構築してきた組織的な学校運営を継続・発展させている。今
年度は総務部・五役会により方針の明示、教育目標の重点の実現に向けた取組を
明確化した「分掌ミッションシート」に基づくPDCAマネジメントサイクルを意識した教
育活動の改善に努めている。
＜目指す姿＞
・主幹教諭、教務主任、分掌部長が中核となり、「分掌ミッションシート」を効果的に
運用し、職員の役割と責任の明確化、業務の効率化と専門性の向上に基づく「教育
の質の向上」を図るとともに、職員の「働きがい」の向上を図り、持続可能な学校づく
りの実現を目指す。

３年

〇１年目
・「分掌ミッションシート」に基づく具体的な取組の実践、検証
・学校DXの効果的な実践、検証
・個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を図った授業改善の実践、検証
と目指す授業イメージの確立
〇２年目
・ミドルリーダーの役割を生かし、教育課程全体を踏まえた「分掌ミッションシート」に
基づく取組の改善と充実及び教務部長・学力向上部長への指導と助言
・校長、教頭、主幹教諭と共に次年度の学校経営方針策定への参画
〇３年目
・学校経営方針を踏まえた「分掌ミッションシート」に基づく取組の改善と充実及び各
分掌部長への指導と助言

２　応募資格（職種等）

教諭

○上記「具体的な取組方策」に取り組む意欲のある者で、次のいずれかに該当する
者
・学校改善に意欲的であり、教職員と連携し、分掌組織の中核となって取組を推進
できる者
・教務主任や分掌部長などの業務及び校務分掌を複数年経験し、学校改善の中核
として取り組んできた者

３　その他必要な事項

１名



市町村名 小樽市 学校名 稲穂小学校

(１)実施する取組

(２)現状と目指す姿

(３)計画年数

(４)具体的な取組方策

(１)職種

(２)求める人材像

(１)募集人数

(２)その他 ・PC及びプログラミングのスキル向上への意識が高い者を希望する。

後志管内小・中学校教職員人材公募　公募校計画調書

１　取組内容

地域と歩む持続可能な教育の実現

＜現状＞
○　学校における各種事務的処理業務、担任の事務的業務等が慣例的に非効率
的に行われていたり、個々の力量に任せた工夫にとどまっている状況である。
＜目指す姿＞
○　校内の校務の各種のDXの視点で見直し、ICTを効果的に活用した効率的で
個々の業務の負担感が少ない校務推進の構築を組織的に進めて持続可能な学校
としていく。

3年

○　１年目
・　学校事務室における業務推進を行いながら、学校の業務にかかわるプログラミングやICT
に関する知識・技能習得と理解を深めるための研究に努め、自校でのDXによる業務改善を
推進する。
・　教育DXを見据え各種業務推進上の課題を多面的に把握し、ＩＣＴを利活用した業務改善
の方向性と具体的取組案の計画を作成する。
○　２年目
・　教育ＤＸを見据え業務推進上の課題についてＩＣＴを利活用した効率的な業務改善方策を
検討し、実践検証していく。
・　研修会を開催し、業務改善方策の具体策を管内へ発信し、成果の普及に努める。
○　３年目
・　教育ＤＸを見据え業務推進上の課題についてＩＣＴを利活用した効率的な業務改善方策を
検討し、実践検証していく。
・　管内全体で各種改善方策の取り組みの成果課題を共有し、より精度の高い業務改善の
具体策を管内に発信し、持続可能な教育へ向けた成果の普及に努める。

２　応募資格（職種等）

事務職員

○　上記「具体的な取組方策」に取り組む意欲のある者で、次のいずれかに該当する者
 ・　校長のリーダーシップのもと、教育DXの視点で信念をもって業務改善に向き合い、教職
員と協働性しながらブレずに取組を推進する者。
 ・　教育DXを見据えてプログラミングやICT活用の研究に意欲的に取り組み、具体的な改善
計画を示すなど実践力を備えた者。

３　その他必要な事項

１名



市町村名 余市町 学校名 余市町立西中学校

(１)実施する取組

(２)現状と目指す姿

(３)計画年数

(４)具体的な取組方策

(１)職種

(２)求める人材像

(１)募集人数

(２)その他 ○「数学」の免許を所有する者を希望します。

後志管内小・中学校教職員人材公募　公募校計画調書

１　取組内容

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けた授業改善

〈現状〉
○課題解決型授業や振り返りの充実、ICTの活用を重点に教科指導を行いある程
度の成果は見られるが、教師の力量に応じている状況である。
○基本的な学習内容が定着しておらず、理数系特に数学を苦手とする生徒が多く、
数学ではTTや部分的習熟度などを行っている。
〈目指す姿〉
○本校で目指す子どもに身につけさせたい資質・能力の育成に向けて、教師が互
いに高め合う雰囲気を醸成し、授業改善をさらに加速する。
○「できた」「わかった」「やってみよう」と「わかる喜び、学ぶ楽しさ」などを体感する
機会を増やし、「学校に行くのは楽しい」と感じる生徒を増やす。

３年

○１年目
　・数学科のTT、部分的習熟度の推進
　・「見通し」「表現」をキーワードとした校内研修の実施
　・ミニ研修（ICTの活用等）、校内授業交流、小中授業交流、公開研(小中交流)の
実施
　・各種調査の分析、改善に向けた取組
○２年目
　・１年目の成果と課題を踏まえた授業改善
　・ミニ研修、校内授業交流、小中授業交流、公開研(小中交流)の実施
　・各種調査の分析、改善に向けた取組
○３年目
　・２年目の成果と課題を踏まえた授業改善
　・ミニ研修、校内授業交流、小中授業交流、公開研(小中交流)の実施
　・まとめ、振り返り、今後に向けた取組

２　応募資格（職種等）

教諭

○取組の意義や内容を理解し、次のいずれかに該当する者
　・校長のリーダーシップのもと、教職員と連携し、組織的な取組を推進できる者
　・率先して取り組み、他の教職員の範を示す存在になる者
　・子どもへの愛情と教育への情熱があり、粘り強く指導ができる者

３　その他必要な事項

１名



市町村名 神恵内村 学校名 神恵内中学校

(１)実施する取組

(２)現状と目指す姿

(３)計画年数

(４)具体的な取組方策

(１)職種

(２)求める人材像

(１)募集人数

(２)その他

　令和８年度以降の一般教員の配置数が5名となることが想定されることから、主要
5教科に加え副教科の指導が可能な教員を希望

後志管内小・中学校教職員人材公募　公募校計画調書

１　取組内容

地域と歩む持続可能な教育の実現

＜現状＞
〇神恵内村は、人口減少、数年間の出生率０の状況から、新たな学校のあり方に向け、学
校間が連携し、地域とともに取組を進めていく必要がある。小中連携については、今年度よ
り推進計画に沿った取り組みを始めたが、中核となって推進していく人材育成が急務な状況
である。今後、子どもたちがふるさと神恵内の良さと自分の良さを誇りに学びの自信を高め
る９年間連続した教育課程の編成、小中合同研修会、授業交流、乗り入れ授業等、スピード
感を持ち、さらなる積極的な推進が求められている。
＜目指す姿＞
〇ふるさとに愛着と誇りを持つ子どもの育成に向け、９年間連続した教育課程を編成し、地
域と連携協働して教育活動を推進する。

3年

〇１年目（令和８年度）
　　・小中連携した総合的な学習の時間の教育課程の編成
　　・乗り入れ授業等の小中連携の実施
　　・全国学力・学習状況調査、新体力テストの村の課題分析
　　・分析結果による統一した取組の実践
　　・泊村との教育連携の方向性について検討、計画の立案
〇２年目（令和９年度）
　　・１年目の検証改善サイクルによる見直しと改善
　　・総合的な学習を中心とした単元配列表作成
　　・乗り入れ授業等の小中連携の強化
〇３年目
　　・２年目の検証改善サイクルによる見直しと改善
　　・１，２年目の取組方策の継続
　　・地域に向けた授業公開

２　応募資格（職種等）

・総合的な学習の時間を軸に地域の課題を解決していく子どもを育て、郷土を愛する心を醸
成することに積極的に取り組んでみようとする教員
・地域とのつながりや校種間連携を大切にし、神恵内の豊かな教育資源を生かした教育活
動を計画的・組織的に推進することができる教員
・地域連携・小中一貫教育の視野に立った学力向上の取組を推進することができる、専門外
の教科指導にも意欲をもち、児童生徒の９年間の発達段階を踏まえ、自らの指導力と授業
力を高めようとする教員

３　その他必要な事項

１名



市町村名 岩内町 学校名 岩内中央学園(後期課程）

(１)実施する取組

(２)現状と目指す姿

(３)計画年数

(４)具体的な取組方策

(１)職種

(２)求める人材像

(１)募集人数

(２)その他

後志管内小・中学校教職員人材公募　公募校計画調書

１　取組内容

「探究的・協働的な学び」を核とした授業改善の全校的推進

【現状と目指す姿】
　令和8年度、岩内町内の4つの小中学校が統合し、義務教育学校「岩内中央学園」
が開校する。9年間の一貫教育という強みを生かしながら、制度と文化を融合し、新
たな学びを創出する転換期を迎えている。
　本校が目指すのは、自ら学び、未来を創る子どもを育てる学校であり、共に支え
合い、共に育ち合う教職員が育つ学校である。
　ICTや地域資源を活用した探究型の学びを軸に、すべての子どもの可能性を引き
出すとともに、教職員が「チーム岩内」として対話と実践を重ねることで、地域ととも
に歩む開かれた教育文化を築いていく。

３年

【1年目】文化をつなぎ、信頼を築く
・小中の指導観を共有し、9年間の学びの土台を整える。
・授業改善と地域連携を通じて、学校への信頼と期待を高める。

【2年目】実践を深め、学びを支える
・探究型・ICT活用の授業を本格展開し、主体的な学びを定着させる。
・特別支援の視点を活かし、柔軟な支援体制を全校に広げる。

【3年目】組織を育て、未来を創る
・教職員が自走する体制を築き、「チーム岩内」の文化を定着させる。
・地域と共に築いた学びを「岩内モデル」として体系化・発信する。

２　応募資格（職種等）

教諭

○　上記「具体的な取組方策」に取り組む意欲のある者で、次のいずれか
　に該当する者
・校長のリーダーシップのもと、教職員と協働し、チームで授業改善に取り組むこと
ができる人材。
・授業研究に積極的に参画し、子どもの学びを起点にした改善実践を提案・推進で
きる人材。

３　その他必要な事項

１名



市町村名 倶知安町 学校名 倶知安中学校

(１)実施する取組

(２)現状と目指す姿

(３)計画年数

(４)具体的な取組方策

(１)職種

(２)求める人材像

(１)募集人数

(２)その他

・少なくとも初任段階（採用５年目）を終了している者

後志管内小・中学校教職員人材公募　公募校計画調書

１　取組内容

地域と歩む持続可能な教育の実現～ふるさと教育の推進～

〈現状〉
「じゃが・スタディ科（以下じゃがスタ）」という総合的な学習の時間と英語科を組み合
わせた新しい教科を新設する。これに伴い、総合的な学習の時間の見直し・改善を
行う必要がある。
〈目指す姿〉
生徒が、身近な問題を見つめ課題を見出し、主体的・対話的で深い学びを通して、
ものごとを探究する力を身につける。

３年

○１年目
・「じゃがスタ」（１年目）の推進
・CSコーディネーター、指導主事との計画の工夫・改善
○２年目
・「じゃがスタ」（２年目）の推進
・探究活動の深化と高等学校との接続連携
○３年目
・「じゃがスタ」（３年目）の推進
・「じゃがスタ」推進改善チームの発足と推進計画立案

２　応募資格（職種等）

教諭

○上記「具体的な取組方策」に参画の意思のある者で、次のいずれかに該当する
者
・授業改善に積極的に取り組み、常に上記の取組の推進・工夫改善しようとする者
・学校課題を理解し、チームで改革を推進できる者

３　その他必要な事項

１名



市町村名 小樽市 学校名 松ヶ枝中学校

(１)実施する取組

(２)現状と目指す姿

(３)計画年数

(４)具体的な取組方策

(１)職種

(２)求める人材像

(１)募集人数

(２)その他
〇若手で保健体育の免許を有する者
〇学校力向上のため、将来的にリーダーシップを発揮できる者

後志管内小・中学校教職員人材公募　公募校計画調書

１　取組内容

学びの機会を保障し質を高める環境の確立

＜現状＞
〇本校には、教職経験の豊富な教職員が多数在籍しており、校内登校支援センター（MATSUNAKA
ルーム)を設置するなど、多様な教育的ニーズに応じた学習支援の充実を図っている。これらの取組に
加え、３年継続実施した小学校専科指導加配（小中一貫）により得られた効果を活かし、今後も体力向
上を充実させる必要性を強く感じている。
〇R6全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果では、女子は２種目で全国平均を上回り、全国の平
均値に届かなかった他の２種目においても全道平均とほぼ同等であった。男子は、２種目で全国平均
を上回ったものの、他の２種目で全国・全道平均を大きく下回っており、全身持久力と筋持久力に課題
がある。
＜目指す姿＞
〇子ども一人一人のニーズに応じた多様な学びの場の保障
〇ICT教育環境の充実と学校DX化推進による働き方改革の推進

3年

＜１年目＞
〇「子どもを主語にした深い学びのある授業の推進」をリードし、学力向上、体力向上に向けた実践等
を、校内に発信し授業改善の意欲を高める。
〇ICTを活用した学校DX化を進め、教育活動の質の向上を図る。
〇全国体力・運動能力、運動習慣等調査において、男女とも全国平均を上回ることを目指す。
〇連携する山の手小学校への出前授業を複数回行い、松ヶ枝中学校区の子どもの体力向上を図る。
＜２年目＞
〇授業改善を軸とする学校改革の中心的役割を担い、学校力の向上を図る。
〇各種調査から得られるエビデンスを基に、更なる学習環境の充実に努め、学力向上、体力向上を図
る。
〇学校DX化を進め、働き方改革を進めつつ、教育活動の更なる質の向上を図る。
〇全国体力・運動能力、運動習慣等調査において、男女とも全種目において全国平均を上回る。
〇市内の小中学校を対象とした公開研究会を開催し、成果を普及する。
＜３年目＞
〇全国体力・運動能力、運動習慣等調査において、男女とも全種目において全国平均を上回る。
〇取組の成果等を検証し、「新しい学び」に挑む授業改善、「新しい課題」に対応できる持続可能な学校
創りを推進する。
〇誰一人取り残すことのない、子ども一人一人の可能性を引き出す質の高い教育環境を確立する。
〇管内の小中学校を対象とした公開研究会を実施し、成果を普及する。

２　応募資格（職種等）

教諭

〇上記「具体的な取組方策」に取り組む意欲のある教員であり、次に該当する者
・校長のリーダーシップのもと、学校改革の中心となり、教職員との連携を大切にし
ながら、自身の職責を全うしようと努める者
・教科経営、学級・学年経営の経験値に基づくリーダー性を有し、自らの専門性、人
間性を高めようと常に努める者

３　その他必要な事項

１名


